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根治切除および S-1 による術後補助化学療法である．Japan Adjuvant Study Group of 
Pancreatic Cancer（JASPAC）による膵癌切除後の補助化学療法における第 III 相比較試
験の結果，塩酸 GEM療法に対して S-1内服療法の治療効果優越性が示された一方，依然と
して再発率は高く，3 年および 5 年生存率は S-1 治療群でそれぞれ 59.7％，44.1％と治療
成績は十分でない．治療成績の向上のためには新たな治療ターゲットの探索および新規治
療の開発が必須である． 












【結果】SPARC は 179 例中，70 例(39.1%)において強陽性であった．SPARC 陽性群と陰
性群に分類し比較検討を行った．5年生存率は陽性群，陰性群においてそれぞれ 8.1% and 
19.8%と陽性群で有意に予後不良であった (p=0.0316)．単変量解析では SPARC 発現，腫
瘍径，病理学的リンパ節転移，癌遺残度が予後不良因子であった．さらに多変量解析にお
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